
ロシアの改革と東方問題 2東方問題の背景

田 19世紀のロシアと東方問題B珊躙 ■■■東方問題 赤字国名 1交戦国

オスマン帝国の動揺

●領内諸民族の独立運動

●領内のギリシア正教徒をめく

るロシアとの対立

(例 :聖地管理権問題)
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鮨口編‖ 農奴制 ツァーリズムをめぐる諸矛

盾拡大と農産物の市場獲得要求の中でロシアが

とつた南下政策は,英・仏などを警戒させた。

ロベルリン条約時のバルカン半島(187晦)ぼ酬)

○「ヴォルガの舟曳

きたち」レービン

ツアーリズム下のロシア

_  社会の後進性を描いた

1873年の作品。

○農奴解放令を読み上

_=げるアレクサンドル 2

1ノ
世 農奴に人格的自由を

, 、認めたが土地所有は有償

|■ とされ,不徹底であつた。

●ロシア国内の構図

●西欧的教養

自由主義思想

西欧革命の影響

●ツアーリズム・

農奴制を批判

●作家ゲルツェン

らが中心

●ロシアの伝統

国粋主義思想

民族精神の重視

●ギリシア正教会

の保護・ミール

(共同体)保存を

主張

●バン=スラヴ

主義の源流

皇帝 国 内 の 動 向 対 外 政 策

ウンキャル=スケレッシ条約(1833)

●ロシア以外の外国軍艦の両海峡通行禁止

●黒海とダーダネルス・ボスフォラス両海
峡の自由航行権を承認

●トルコ,ギリシアの独立を承認

鴎 ¨

鶉

●外国軍艦の両海峡通行禁止
●ウンキャル =スケレッシ条約破棄
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○「外見的近代国家」

(ツ アーリズム 農奴制のlLA承 )

1815 ウィーン会議での領土拡大(oP160口 図

(:;;警 :ilti墨
曽:呈[:日

)

1815 神聖同盟を提唱 四国同盟に参加

1821 アラスカ領有 (アメリカのモンロー

宣言〔教書〕の原因となる)

E型匹盪■壼理蟻だ置 (～ 29)
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1825 デカフリストの乱

1830 ポーランド騒乱(七 月革命の

影響下のワルシャワでの革命

運動)(～ 31)(oP164コ )

〇スラヴ主義者(ス ラウォフィル)と

西欧主義者(ザパトニキ)の対立

(～ 33)

(～ 40)

1828 トルコマンチャーイ条約
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1861 農奴解放令

○アレクサンドル2世の反動化
1872「 資本論Jのロシア語訳

18刊

弾圧→挫折‐農民の無関心
|

分散

己 硼
(1860年 代～)   (1840年 代～)

1881 アレクサンドル2世の暗殺

1858 アイグン条約

1860 北京条約

1863 ポーランド反乱

(皇帝の改革に乗じた農奴の蜂起)

1867 アラスカ売却

1860年代～70年代 ウズベク系3ハン国の

征服

⊂:言;|「漱¶
1875 糧美・キ鷺交換条約
1877 ■■■1=」 (～ 78)

イリ条約
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○資本主義の発達により組織された

労働者が革命勢力の中心として期

待さrlる

1891 露仏同盟,シベリア鉄道着工
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ロシア社会民主労働党結成

血の日曜日事件 (oP198写 )

1896 東清鉄道敷設権獲得

1898 旅階・実蓮租借

1904 日露戦争(～05)
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クリミア戦争
開始時のロシ
アの勢力範囲
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1853-56
クリミア戦争

1833ウ ンキャル=
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(サ ン =ステフアノ条約 )

国 名 サン =ス テファノ条約で~独
立 した国家
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サン=ステフアノ


